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総合プログラム

会長講演 11月15日土　11:00-11:30　第1会場

未来を切り拓く
座長：眞鍋えみ子 同志社女子大学

演者：市川　香織 東京情報大学 看護学部看護学科

特別講演1 11月16日日　11:00-12:20　第1会場

「健やか親子21」の24年間 ～母子保健はどう変わり、今後何をめざしたらよいのか～
座長：市川　香織 東京情報大学 看護学部看護学科

演者：山縣然太朗 国立成育医療研究センター 成育こどもシンクタンク

特別講演2 11月16日日　15:10-16:30　第1会場

「第9回　青少年の性行動全国調査」に見る性教育の課題
座長：川島　広江 一般社団法人 千葉市助産師会

演者：加藤　秀一 明治学院大学 社会学部

教育講演1 11月15日土　13:00-14:30　第1会場

助産活動に活かすための産後うつ病の適切な理解と対応
座長：新井　陽子 群馬大学大学院保健学研究科 看護学講座

演者：鈴木　利人 順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院

教育講演2 11月16日日　15:10-16:40　第2会場

妊娠期心理症候群の発見と心理的介入
座長：井村　真澄 日本赤十字看護大学大学院 国際保健助産学

演者：北村　俊則 北村メンタルヘルス学術振興財団 代表理事
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シンポジウム1 11月15日土　14:40-16:10　第2会場

質の高い産後ケアを目指して ～オーダーメイドで”親になる”を応援する～
座長：渕元　純子 ふちもと助産院

演者：高橋　智恵 産前産後ケアサポート施設 ママペルシュ
　　　川島　広江 一般社団法人 千葉市助産師会
　　　竹原　健二 国立成育医療研究センター研究所政策科学研究部

シンポジウム2 11月16日日　9:00-10:50　第1会場

未来を切り拓く ～日本の助産師の課題と展望を語る～
座長：福井トシ子 国際医療福祉大学大学院 東京赤坂キャンパス
　　　井村　真澄 日本赤十字看護大学大学院 国際保健助産学

演者：正岡　経子 全国助産師教育協議会
　　　井本　寛子 公益社団法人 日本看護協会
　　　高田　昌代 公益社団法人 日本助産師会
　　　片岡弥恵子 一般社団法人 日本助産学会

特別企画1 11月15日土　14:40-16:10　第1会場

アーリーパートナーシップの取組と母子・福祉部門の連携
座長：黒川寿美江 公益社団法人日本助産師会

演者：臼井　　麗 こども家庭庁 成育局 母子保健課
　　　馬場　香里 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 ウィメンズヘルス・助産学 /  

東京都医学総合研究所 社会健康医学研究センター 心の健康ユニット

特別企画2 11月16日日　15:10-16:40　第4会場

虐待対応プログラム　BEAMS stage1

座長：渕元　純子 ふちもと助産院

演者：米山　法子 地方独立行政法人市立秋田総合病院 小児科

研修・教育委員会 11月15日土　13:00-14:30　第3会場

助産師が行う性教育 ―保護者への性教育―  
「子どもの『なぜ？』に寄り添う性教育 ～保護者と一緒に考える包括的アプローチ～」

座長：谷口　千絵 神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部看護学科

演者：有川　淑恵 東京科学大学病院 看護部
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ガイドライン委員会 11月15日土　13:00-14:30　第4会場

ワークショップ「助産ガイドライン2024」
座長：安達久美子 東京都立大学大学院 人間健康科学研究科 看護科学域

演者：上田　佳世 長崎大学 生命医科学域 保健学系 リプロダクティブヘルス分野
　　　増澤　祐子 新潟県立看護大学 看護学部
　　　河合　　蘭 出産ジャーナリスト
　　　米谷　明子 株式会社 ベネッセコーポレーション たまひよ事業部

災害対策委員会 11月15日土　14:40-16:10　第3会場

分娩取り扱い施設における減災行動実装化のためのワーク
座長：池本めぐみ 国立健康危機管理研究機構 国際医療協力局

演者：宮川祐三子 一般社団法人 大阪府助産師会 / 前 日本看護協会 助産師職能委員会
　　　太田　加代 姫路赤十字病院
　　　池本めぐみ 国立健康危機管理研究機構 国際医療協力局
　　　小林　康江 山梨大学大学院総合研究部
　　　眞嶋　ゆか 山梨大学大学院総合研究部
　　　赤井　智子 日本赤十字社医療センター
　　　吉村　圭子 くまもと乳腺外科病院 看護部
　　　中根　直子 日本赤十字社医療センター

乳腺炎WG & 乳腺炎ケアガイドラインWG 11月15日土　14:40-16:10　第4会場

母乳育児をこども世界から見つめ直す ～母親と父親のモード変換へのチャレンジ！～
座長：氷見　知子 桶谷式母乳育児推進協会 オケタニ母乳育児相談室早稲田
　　　松好　和恵 母乳育児サロン ラ ルーナ

演者：宮下美代子 みやした助産院助産院
　　　大野　芳江 日本赤十字社医療センター MFICU / 分娩室
　　　井村　真澄 日本赤十字看護大学大学院 国際保健助産学
　　　稲田　千晴 日本赤十字看護大学大学院 国際保健助産学専攻
　　　氷見　知子 桶谷式母乳育児推進協会 オケタニ母乳育児相談室早稲田
　　　金子　美紀 助産所ほやほや

NIPT教育ワーキンググループ 11月15日土　16:20-17:50　第4会場

助産領域に拡がる遺伝ゲノム医療： 
出生前検査、着床前検査、拡大新生児マススクリーニング

座長：中込さと子 信州大学医学部保健学科

演者：納富　理絵 秋田大学医学部附属病院 看護部 / 聖路加国際大学 博士後期課程
　　　佐藤　智佳 関西医科大学附属病院 臨床遺伝センター
　　　津島　智子 国立成育医療研究センター
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編集委員会 11月16日日　9:00-10:30　第4会場

研究の質を高める論文投稿のコツと査読の技術
座長：春名めぐみ 東京大学大学院
　　　白石　三恵 大阪大学大学院

演者：安積　陽子 三重大学大学院 医学系研究科
　　　和泉　美枝 同志社女子大学 看護学部
　　　藤田　　愛 山形大学大学院 医学系研究科
　　　米澤かおり 東京大学大学院 医学系研究科

国際委員会 11月16日日　10:40-12:10　第4会場

2030年に向けた助産の未来戦略：世界標準のケアモデルと日本の挑戦
座長：小黒　道子 東京医療保健大学 千葉看護学部
　　　大田えりか 聖路加国際大学大学院 国際看護学

演者：増田　智里 UNFPA（国連人口基金）Sexual Reproductive Health Rights Branch
　　　毛利多恵子 毛利助産所
　　　上田　佳世 長崎大学 生命医科学域 保健学系 リプロダクティブヘルス分野
　　　神德　備子 長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科

助産政策委員会 11月16日日　13:30-15:00　第3会場

助産師の活躍推進のための産科区域特定とは
座長：井本　寛子 公益社団法人 日本看護協会
　　　石川　紀子 総合母子保健センター愛育クリニック・愛育産後ケア子育てステーション

演者：井村　真澄 日本赤十字看護大学大学院 国際保健助産学
　　　近藤　祐史 厚生労働省医政局地域医療計画課
　　　池田　陽子 日本赤十字社 大森赤十字病院 3階病棟

全国助産師教育協議会 11月16日日　13:30-15:00　第4会場

助産学OSCEのリアルを覗いてみよう！ 
－私たちの経験から準備・実施・評価のコツをお伝えします－

座長：岡山　久代 筑波大学医学医学医療系 看護理工学・ウィメンズヘルス看護学
　　　上田　邦枝 昭和医科大学 助産学専攻科

演者：谷口　千絵 神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 看護学科
　　　正岡　経子 札幌医科大学 保健医療学部 看護学科
　　　服部　律子 奈良学園大学 保健医療学部 看護学科
　　　藤井　宏子 天使大学大学院 助産研究科
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CLoCMiPレベルⅢ認証申請における必須研修1 11月15日土　13:00-14:30　第2会場

新生児のフィジカルアセスメント
座長：関田真由美 杏林大学医学部付属病院 総合周産期母子医療センター

演者：茂木美千代 杏林大学医学部付属病院 総合周産期母子医療センター NICU/GCU

CLoCMiPレベルⅢ認証申請における必須研修2 11月16日日　9:00-10:30　第2会場

助産師が担う「多様な性の支援」
座長：林　　啓子 杏林大学医学部付属病院 看護部

演者：佐保美奈子 聖泉大学 別科助産専攻

CLoCMiPレベルⅢ認証申請における必須研修3 11月16日日　10:40-12:10　第2会場

妊娠・出産における意思決定支援 ― 出生前検査を中心に
座長：近藤由理香 杏林大学医学部付属病院　総合周産期母子医療センター

演者：林　　伸彦 FMF胎児クリニック東京ベイ幕張 / 一般社団法人 FMF Japan /  
特定非営利活動法人 親子の未来を支える会

CLoCMiPレベルⅢ認証申請における必須研修4 11月16日日　13:30-15:00　第2会場

周産期に暴力被害を受ける女性への理解と支援
座長：大谷紗弥子 社会福祉法人聖母会 聖母病院

演者：丸山菜穂子 国立成育医療研究センター 研究所 政策科学研究部

CLoCMiPレベルⅢ必須研修 11月16日日　9:00-10:30　第3会場

医療安全と助産記録
座長：小黒　道子 東京医療保険大学 千葉看護学部

演者：後　　　信 九州大学病院
　　　安達久美子 東京都立大学 健康福祉学部 看護学科
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交流集会 11月16日日　10:40-12:10　第3会場

もう一度考えよう！東洋医学を活かしたカラダづくり  
～鍼灸師と学ぶ実感できるツボケア～

企画・運営：女性鍼灸師フォーラム 鍼灸×助産プロジェクト
演者：辻内　敬子 鍼灸あんまマッサージ師 女性鍼灸師フォーラム代表
　　　井上　律子 助産師/鍼灸師 せりえ鍼灸室・宮下訪問看護ステーション
　　　小井土善彦 鍼灸師 せりえ鍼灸室院長
　　　豊　　久美 鍼灸あんまマッサージ師 横浜医療専門学校教員

協力：公益社団法人東京都はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧師会

ランチョンセミナー1 11月15日土　12:00-13:00　第2会場

妊婦へのRSウイルス感染症ワクチン接種とメディカルスタッフの関わり方
座長：石川　紀子 愛育クリニック・愛育産後ケア子育てステーション 看護部長

演者：山中美智子 聖路加国際病院 女性総合診療部 / 遺伝診療センター 特別顧問
　　　込山　恵子 聖路加国際病院 外来Ⅲ アシスタントナースマネジャー

共催：ファイザー株式会社

ランチョンセミナー2 11月16日日　12:20-13:20　第2会場

プレコンセプションケアと地域医療 ～経口中絶薬とSRHR～
座長：勝又　里織 杏林大学保健学部看護学科看護学

演者：佐藤　雄一 産科婦人科舘出張佐藤病院

共催：ラインファーマ株式会社

ランチョンセミナー3 11月16日日　12:20-13:20　第5会場

RSウィルス感染症から赤ちゃんと家族を守る
座長：光田　信明 大阪母子医療センター

演者：古野　憲司 福岡赤十字病院 小児科

共催：サノフィ株式会社 / アストラゼネカ株式会社

ランチョンセミナー4 11月16日日　12:20-13:20　第6会場

災害時に母子を守れる施設になるために  
～分娩取扱施設における災害発生時の対応マニュアル作成ガイド（改訂版）の活用～

座長：山本　智美 社会福祉法人聖母会 聖母病院

演者：宮川祐三子 一般社団法人 大阪府助産師会 / 公益社団法人 日本助産師会 / 前 日本看護協会 助産師職能委員会 委員
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イブニングセミナー 11月15日土　16:20-17:50　第2会場

多様な家族のカタチ「特別養子縁組」について理解を深めよう・ 
特別養子縁組制度について学ぼう・ 
生みの親、育ての親に助産師としてどう関わるかを考えよう

演者：山岸由紀子 一般社団法人 産前産後ケア推進協会 / 一般社団法人 アクロスジャパン

市民公開講座 11月16日日　13:30-15:00　第1会場

「ふつう」の子育てがしんどい：綱渡りの子育てを応援するために
座長：林　　啓子 杏林大学医学部付属病院 看護部

演者：石田　光規 早稲田大学 文学学術院

全国助産師学生交流会 & ポスター発表会 11月15日土　15:00-17:00　ポスター会場

仲間に学ぶ多様性を未来に活かす
座長：稲荷　陽子 東京家政大学
　　　田中　美紗 神戸市看護大学

15:05-15:35

講演「AIを使った論文作成：方法と留意点」
演者：渡邊　大地 岐阜大学医学部附属病院 薬剤部 / 岐阜大学医学部附属病院 先端医療・臨床研究推進センター

15:35-17:00

学生ポスター発表、交流会、表彰
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一般演題1 「産後ケア」 11月15日土　13:00-14:00　第5会場

座長：稲田 千晴（日本赤十字看護大学大学院 国際保健助産学専攻）

O1-1 産後のマイナートラブルに関する研究の現状と課題
○金野 耶也子　眞鍋 えみ子　安達 望江
同志社女子大学大学院看護学研究科

O1-2 産後女性のマイナートラブルへのセルフケア行動に関連する要因の検討
○田山 美穂1）　石井 美里2）

1）ベリエの丘クリニック　2）東海大学医学部看護学科

O1-3 児がNICUに入院し母児分離となったのち同一施設で宿泊型産後母子ケア事業を利用した初産婦の
経験
○日山 香織1）　畠 芽依1）　桒原 えりか1）　丸山 あおい1）　篠原 枝里子2）

1）横浜市立市民病院　2）横浜市立大学

O1-4 産後1年以内の母親の冷えの自覚と末梢皮膚温との関連性
○飯尾 祐加1,2）　柄山 禪1）

1）一般社団法人 禪ライフサポート協会 つくし助産所　2）大阪成蹊大学 看護学部

O1-5 産後1年間の体型・体重への思いの変化 ―非妊時体型による違い―
○常川 美羽1）　興梠 千智1）　白石 三恵1）　春名 めぐみ2）　米澤 かおり2）　藤田 愛3）　末次 美子4）　佐藤 洋子4）

1）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　2）東京大学医学系研究科健康科学・看護学専攻　3）山形大学大学院医学系研究科看護学専攻　
4）九州大学大学院医学研究院保健学部門

一般演題2 「国際助産活動・助産の歴史・助産管理」 11月15日土　13:00-14:00　第6会場

座長：笹川 恵美（日本赤十字看護大学 国際保健助産学専攻）

O2-1 母乳育児継続を支えるBSケアの国際活動： 
“モンゴルの母子保健分野における主要3機関との共同”技術伝承セミナーの実際
○峯田 昌　松田 志帆　大橋 久美子　山田 明美　中島 美由紀　緒方 理佐　山口 多佳子　寺田 恵子
NPO法人BSケア

O2-2 助産の専門性をかたちづくる法制度と社会的実践：大日本産婆会の記録からの考察
○池田 智子1）　小笠原 百恵2）　高田 昌代3）

1）岡山大学大学院保健学研究科　2）関西看護医療大学　3）たかだ助産院

O2-3 妊産婦に対する継続ケアを行う助産師固定チームの熟練助産師が語るチームビルディングの実態
○水村 友香1）　重松 環奈2）　小野 芙由子2）　高橋 万里2）　稲田 千晴3）　鈴木 瞳3）　名取 伸子3）　空 美月3）　 
北井 喜美恵4）　新田 真弓3）

1）日本赤十字社助産師学校　2）日本赤十字社医療センター　3）日本赤十字看護大学　4）帝京科学大学

O2-4 院内助産における助産ケアと妊娠・出産アウトカムとの関連
○臼井 由利子　春名 めぐみ　米澤 かおり
東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 母性看護学・助産学分野

O2-5 産婦人科の看護職員におけるタスクシフトに関する意向に関連する要因：全国規模の調査
○片桐 泉　小黒 道子　小川 真世　瀬戸 僚馬　石川 雅俊
東京医療保健大学

最優秀 
演題賞
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一般演題3 「妊娠期のケア①」 11月15日土　14:10-15:10　第5会場

座長：小黒 道子（東京医療保健大学 千葉看護学部）

O3-1 経産婦が第2子を「産む」意思決定の要素
○野本 奏楽1）　植村 裕子2）

1）社会医療法人 大樹会 総合病院 回生病院　2）香川県立保健医療大学

O3-2 経産婦が出産場所として初めて助産院を選んだ選択要因
○岡田 幸花1）　太田 尚子2）

1）前静岡県立大学大学院博士前期課程助産学課程　2）静岡県立大学

O3-3 分娩施設へ長距離移動を要する過疎地在住妊産婦が抱える思いと困難について： 
スコーピングレビュー
○鈴木 文乃　近藤 祥子
北海道大学大学院保健科学院看護学コース助産学科目群

O3-4 無痛分娩を希望する初産婦における妊娠期からの健康行動への意識付けが分娩にもたらす影響
○鈴木 彩音　中村 真由香　幅中 留理　落合 佳奈　木全 美智代　鈴木 明日香
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院

O3-5 妊娠期の父親らしさによる産後の父親発達への影響
○赤野 舞衣1）　佐藤 いずみ2）

1）東京かつしか赤十字母子医療センター　2）東京医療保健大学

一般演題4 「子育て支援①」 11月15日土　14:10-15:10　第6会場

座長：藤田 景子（静岡県立大学 看護学部）

O4-1 医療機関退院後の母子に対する助産師が行う継続支援の役割認識および実践力の実態（第1報）
○天野 舞子1）　正岡 経子2）

1）JCHO北海道病院　2）札幌医科大学大学院保健医療学研究科看護学専攻

O4-2 医療機関退院後の母子に対する助産師が行う継続支援の役割認識および実践力に関連する要因 
（第2報）
○天野 舞子1）　正岡 経子2）

1）JCHO北海道病院　2）札幌医科大学大学院保健医療学研究科看護学専攻

O4-3 「乳幼児を養育する母親の自ら支援を獲得する能力尺度」開発に向けた予備的研究
○森山 希1）　片岡 弥恵子2）

1）東京有明医療大学　2）聖路加国際大学

O4-4 第一子誕生前の母親が認識するコペアレンティングに関する夫婦間コミュニケーション
○佐藤 茉琴1）　杉下 佳文2）

1）名古屋大学医学部付属病院　2）人間環境大学大学院看護学研究科

O4-5 インターネットを通して情報発信する助産師のヘルスリテラシーに対する意識
○上野 知奈1）　谷田部 典子1）　角川 志穂1）　成田 伸2）　川野 亜津子1）

1）自治医科大学　2）栃木県助産師会母子訪問看護ステーション

優秀 
演題賞

優秀 
演題賞
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一般演題5 「周産期メンタルヘルス・子育て支援②」 11月15日土　15:20-16:20　第6会場

座長：篠原 枝里子（横浜市立大学 医学部看護学科 母性看護学）

O5-1 周産期メンタルヘルスケアを担う助産師への支援　 
心理職をスーパーバイザーとしたGSVの実行可能性
○相川 祐里1）　片岡 弥恵子2）

1）済生会横浜市東部病院　2）聖路加国際大学大学院 ウィメンズヘルス・助産学

O5-2 産後1-2か月の児を養育する夫婦の抑うつ症状の有無による家庭内の育児・家事分担割合の特徴
○萩原 柚希　多田 千楓　堀口 範奈　白石 三恵
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

O5-3 ソーシャルネットワーキングサービスに投稿された産後早期の母親の育児不安に関するテキスト
分析
○堀内 真歩1）　川尻 舞衣子2）　吉田 美香子2）

1）東北大学医学部保健学科看護学専攻　2）東北大学大学院医学系研究科ウィメンズヘルス・助産学分野

O5-4 オンラインを活用した夫婦の育児の協働支援プログラムの開発及び効果の検証
○津田 充子1）　安達 久美子2）

1）東京北医療センター　2）東京都立大学

O5-5 コロナ禍で構築された妊産婦オンライン相談に関する実践報告
○小泉 敦子　羽山 美和　舩本 彩美　下見 千恵
広島国際大学 看護学部

一般演題6 「分娩期のケア①」 11月16日日　9:00-10:00　第5会場

座長：篠崎 克子（第一薬科大学 看護学部）

O6-1 無痛分娩を希望する妊婦に対する出産への主体性を引き出す助産ケアの実態 -自然分娩との比較-
○中本 咲鈴1）　篠原 枝里子2）　竹内 翔子2）　中村 幸代2）

1）横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻博士前期課程　2）横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻

O6-2 無痛分娩での助産ケアの認識と実践および関連要因の検討
○鈴木 梓1）　竹内 翔子2）　篠原 枝里子2）　中村 幸代2）

1）元横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻　2）横浜市立大学医学部看護学科

O6-3 オキシトシン・硬膜外麻酔投与と初産婦の母親の分娩アウトカム・産後メンタルヘルスとの関連
○富田 綾1,2）　春名 めぐみ2）　米澤 かおり2）　臼井 由利子2）

1）名古屋大学大学院医学系研究科 総合保健学 次世代育成看護学　2）東京大学大学院医学系研究科 母性看護学・助産学分野

O6-4 分娩期の後方後頭位に対する四つ這い姿勢の効果：システマティックレビューとメタアナリシス
○竹下 舞1,10）　神徳 備子2,10）　安達 久美子3,10）　上田 佳世4,10）　臼井 由利子5,10）　江藤 宏美2,10）　 
豊本 莉恵6,10）　西野 友子7,10）　福澤 利江子8,10）　増澤 祐子9,10）

1）京都大学大学院 医学研究科 パブリックヘルス実装学講座　2）長崎大学 生命科学域 リプロダクティブヘルス分野　 
3）東京都立大学大学院 人間健康科学研究科　4）奈良県立医科大学 医学部看護学科 母性看護学 /大学院看護学研究科 女性健康・助産学　 
5）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 母性看護学・助産学分野　6）京都大学大学院 医学研究科 健康増進・行動学分野　 
7）国立成育医療研究センター 社会医学研究部　8）長野県看護大学 看護学部　9）新潟県立看護大学 看護学部　 
10）日本助産学会ガイドライン委員会
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一般演題7 「助産教育」 11月16日日　9:00-10:00　第6会場

座長：中田 かおり（天使大学大学院 助産研究科）

O7-1 助産学共用試験実装化にむけての取り組み －組織間の連携の現状と課題－
○江藤 宏美1）　眞鍋 えみ子2）　和泉 美枝2）　宮川 幸代2）　葉久 真理3）　高田 昌代4）　村上 明美5）

1）長崎大学　2）同志社女子大学　3）徳島大学　4）たかだこどもクリニック　5）神奈川県立保健福祉大学

O7-2 離島における助産/看護実習の実践と課題  
～実習校教員アンケートから当院学生指導を振り返って～
○藤山 レイ　小田切 幸平　小田切 志穂
名瀬徳洲会病院

O7-3 XR技術を用いた胎児回旋学習アプリケーションの開発とユーザビリティ評価
○笹川 恵美1,2）　春名 めぐみ2）

1）日本赤十字看護大学　2）東京大学大学院 医学系研究科

O7-4 A大学助産学専攻科在校生による助産師教育内容の評価  
―カリキュラム改正後2～3年目の在校生インタビューから―
○竹内 彩弥香　正岡 経子　中村 彩希子　林 佳子　前田 尚美　植木 瞳　白井 紀子
札幌医科大学保健医療学部看護学科

O7-5 医療施設で勤務する助産師が自己の助産実践能力の獲得につながったと認識するケア経験
○中村 彩希子1）　正岡 経子2）

1）札幌医科大学大学院保健医療学研究科博士課程後期　2）札幌医科大学大学院保健医療学研究科

一般演題8 「思春期・ウィメンズヘルス」 11月16日日　10:10-11:10　第5会場

座長：五十嵐 ゆかり（聖路加国際大学大学院 看護学研究科 ウィメンズヘルス・助産学）

O8-1 子どもの月経随伴症状に対する母親の認識と子どもの受診行動に関する実態調査
○岡村 茉奈1）　後藤 花都2）　亀崎 明子3）　伊東 美佐江3）

1）独立行政法人地域医療機能推進機構 徳山中央病院　2）山口大学医学部附属病院　3）山口大学大学院医学系研究科保健学専攻

O8-2 男女共同参画社会の実現へ向けた就業女性における就業時の月経への思いや経験に関する 
質的記述的研究
○山口 琴美
名古屋市立大学

O8-3 日本の20代女性のビタミンD欠乏リスクと月経痛との関連
○細川 桃子1）　清水 彩2）　渡邊 香織2）

1）国立成育医療研究センター　2）大阪公立大学大学院 看護学研究科

O8-4 女子大学生における身体活動量と月経前症状との関連
○宮武 里世菜1）　清水 彩2）　渡邊 香織2）

1）地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪急性期・総合医療センター　2）大阪公立大学大学院看護学研究科

O8-5 女子大学生の生理の知識の貧困に対する関連要因 ～プレコンセプションケアに焦点を当てて～
○日比野 ももな1）　杉下 佳文2）

1）安城更生病院　2）人間環境大学大学院看護学研究科

優秀 
演題賞
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一般演題9 「子育て支援③・災害関連」 11月16日日　10:10-11:10　第6会場

座長：蛎﨑 奈津子（岩手医科大学 看護学部）

O9-1 育児行動取得が困難であると考えられる母親への切れ目ない支援と多職種連携の実践
○髙田 まりや　野口 真由美　川嵜 智佳
榊原記念病院

O9-2 自閉スペクトラム症と診断された妊婦の母親役割獲得過程の一例
○早瀬 麻観子
岡崎市民病院

O9-3 父親の育児休業取得状況と取得に向けた看護支援 -4か月児をもつ母親を対象とした調査-
○八木 由梨1）　伊藤 久美子2）

1）北海道文教大学 医療保健科学部 看護学科　2）北海道科学大学 保健医療学部 看護学科

O9-4 在宅勤務をしながら妻と二人で育児をする夫の思い ー経産婦の夫に焦点をあててー
○坪上 藍　酒井 敦子　諸星 和佳　高橋 有美
社会福法人聖母会聖母病院

O9-5 在日外国人妊産婦や母親のための災害へのパンフレット開発
○南 なでぃあ1）　五十嵐 ゆかり2）

1）日本赤十字社医療センター　2）聖路加国際大学看護学研究科 ウィメンズヘルス・助産学

一般演題10 「SRHR①」 11月16日日　11:20-12:20　第5会場

座長：松永 佳子（東京慈恵会医科大学 医学部看護学科）

O10-1 慢性腎臓病女性に関わる熟練看護師が捉えるプレコンセプションケアの実践
○村上 舞愛1）　渡邊 香織2）　古山 美穂2）

1）阪南中央病院　2）大阪公立大学大学院

O10-2 当院のプレコンセプション外来における助産師の関わりと今後の課題
○髙橋 明子　村松 美英　相原 綾子　山崎 ユキ　川島 礼子　菊田 直美
千葉大学医学部附属病院

O10-3 月経教育に対する既婚男性の認識
○吉村 愛梨1）　太田 尚子2）

1）武蔵野赤十字病院　2）静岡県立大学

O10-4 少子化時代を生きる高校生と子どもをもつことについて考える性教育の試み  
―文化祭における自由参加型プログラムの実践―
○岡﨑 愉加　塚本 恵弥
岡山県立大学保健福祉学部看護学科

O10-5 看護大学生の避妊行動、性の健康教育、精神的健康の関連性に関する文献レビュー
○ハーディング 優子
聖徳大学大学院看護学研究科
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一般演題11 「妊娠期のケア②」 11月16日日　11:20-12:20　第6会場

座長：増澤 祐子（新潟県立看護大学 看護学部）

O11-1 本邦の在留外国人における妊娠期間中の体重増加に関する要因
○上之段 乃亜1）　木戸 久美子2）

1）香川県立中央病院　2）香川県立保健医療大学

O11-2 妊娠中期から後期における筋肉量・握力・移動機能の推移
○安達 望江1）　和泉 美枝2）　眞鍋 えみ子2）

1）同志社女子大学大学院　2）同志社女子大学

O11-3 妊娠中期以降における就寝前の電子メディア機器の使用状況と睡眠の質との関連
○石黒 遥子1）　清水 彩2）　渡邊 香織2）

1）市立豊中病院　2）大阪公立大学大学院看護学研究科

O11-4 妊娠後期における掻痒感の実態と関連要因
○高山 碧1）　春名 めぐみ1）　米澤 かおり1）　臼井 由利子1）　田中 萌子1）　藤田 愛2）　佐藤 洋子3）　 
末次 美子3）　松﨑 政代4）

1）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 母性看護学・助産学分野　 
2）山形大学大学院 医学系研究科 臨床看護学分野 母子看護学　3）九州大学大学院 医学研究院 保健学部門 看護学分野　 
4）東京科学大学 保健衛生科学研究科 リプロダクティブヘルス看護学分野

O11-5 対面での集団指導再開における助産師の思い
○柳 花怜　三島 碧　高比良 郁音
国立成育医療研究センター

一般演題12 「不妊・SRHR②」 11月16日日　13:30-14:30　第5会場

座長：志村 千鶴子（亀田医療大学大学院 看護学研究科ウィメンズヘルス・助産学領域）

O12-1 男性不妊の精液の質とメンタルヘルスとの関連
○岡山 智子1）　梅田 菜々子2）　金粕 仁美1,3）　渡邊 浩子1）

1）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　2）大阪大学医学部附属病院　3）福井県立大学看護福祉学部

O12-2 看護学生に対する妊娠期・産褥期運動指導の体験型学習の実践報告
○小林 香織1）　飯野 伸子2）　横手 直美1）

1）NPO法人フィット・フォーマザー・ジャパン　2）東京医薬看護専門学校

O12-3 助産師による未就学児に対するセクシュアリティ教育の実際と課題
○森田 結子1）　岡 美雪2）

1）聖路加国際病院　2）聖路加国際大学

O12-4 成人期女性の自覚する更年期様症状の実態に関連する要因
○佐藤 真奈1）　礒山 あけみ2）　水畑 喜代子2）　西岡 啓子2）

1）獨協医科大学附属看護専門学校　2）獨協医科大学大学院看護学研究科
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一般演題13 「ハイリスク妊産婦への支援」 11月16日日　13:30-14:30　第6会場

座長：清水 彩（大阪公立大学 看護学研究科）

O13-1 乳がん合併妊産褥婦に対して産後の乳がん治療を見据えた支援における助産師の困難
○髙橋 諒美
札幌医科大学附属病院

O13-2 早期新生児を看取る母親と関わる助産師の経験
○石塚 優奈
札幌医科大学附属病院

O13-3 死産に関わった助産師の共感疲労を和らげたものはどのようなものか
○松田 春奈1）　杉下 佳文2）

1）あいち小児保健医療総合センター　2）人間環境大学大学院看護学研究科

O13-4 出生前検査にてダウン症候群と診断された母親が妊娠期間中に助産師に求める支援
○尾形 尚美1）　杉下 佳文2）

1）医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院　2）人間環境大学大学院看護学研究科

O13-5 認証・非認証施設が併存するNIPT受検環境と医療提供者の視点：質的研究
○近藤 祥子
北海道大学大学院保健科学研究院

一般演題14 「分娩期のケア②・アドバンス助産師」 11月16日日　14:40-15:52　第5会場

座長：竹内 翔子（横浜市立大学 医学部看護学科）

O14-1 分娩時刻は会陰裂傷の有無に影響するか
○土山 美里　高橋 久美子　小原 紗希
公立学校共済組合中国中央病院

O14-2 会陰切開を受けた在留外国人女性の経験
○入江 晴奈　嶋澤 恭子
大手前大学大学院修士課程助産実践科学分野専攻（現JCHO大阪病院）

O14-3 本邦における子宮収縮薬の投与を受けた女性の出産経験
○竹下 斐奈子1）　木戸 久美子2）

1）四国こどもとおとなの医療センター　2）香川県立保健医療大学

O14-4 助産師主導のケアを受けた女性の出産体験とは？
○安藤 萌1）　木戸 久美子2）

1）四国こどもとおとなの医療センター　2）香川県立保健医療大学

O14-5 妊産婦の尿失禁に対する熟練助産師の実践
○今村 百花1）　渡邊 香織2）　古山 美穂2）　山田 加奈子3）

1）医療法人竹村医学研究会（財団） 小阪産病院　2）大阪公立大学大学院　3）神奈川県立保健福祉大学

O14-6 妊娠期から産褥期における助産師の継続ケアの効果：システマティックレビューとメタアナリシス
○西野 友子1,10）　豊本 莉恵2,10）　安達 久美子3,10）　上田 佳世4,10）　臼井 由利子5,10）　江藤 宏美6,10）　 
竹下 舞7,10）　福澤 利江子8,10）　増澤 祐子9,10）

1）国立成育医療研究センター 社会医学研究部　2）京都大学大学院 医学研究科 健康増進・行動学分野　 
3）東京都立大学大学院 人間健康科学研究科　4）奈良県立医科大学 医学部看護学科 母性看護学 /大学院看護学研究科 女性健康・助産学　 
5）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 母性看護学・助産学分野　6）長崎大学 生命医科学域 リプロダクティブヘルス分野　
7）京都大学大学院 医学研究科 パブリックヘルス実装学講座　8）長野県看護大学 看護学部　9）新潟県立看護大学 看護学部　 
10）日本助産学会ガイドライン委員会
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一般演題15 「産褥期のケア」 11月16日日　14:40-15:40　第6会場

座長：田所 由利子（東京医療保健大学 千葉看護学部）

O15-1 助産師による外国人褥婦に対する出産退院後から1ヶ月健診までの生活に向けた支援の実態
○岩渕 彩菜1）　竹内 翔子2）　篠原 枝里子2）　中村 幸代2）

1）日本赤十字社医療センター　2）横浜市立大学 大学院 医学系研究科 看護学専攻

O15-2 周産期における尿失禁の発症と改善に関連する要因の検討 ―事例研究―
○藤沢 百花1）　木戸 久美子2）

1）香川大学医学部付属病院　2）香川県立保健医療大学

O15-3 A病院における妊産褥婦の尿便失禁の実態
○島津 泉　園部 彩乃　下位 悠実
聖隷浜松病院

O15-4 帝王切開術後1か月までの術後疼痛の実態
○髙橋 恭子　安積 陽子
三重大学大学院 医学系研究科 看護学専攻

O15-5 助産所で出産した女性が出産ノートを用いて振り返りをした体験に関する研究
○水落 奏1）　上野 華子1）　笹川 恵美2）

1）日本赤十字看護大学大学院看護学研究科 修士課程国際保健助産学専攻　2）日本赤十字看護大学大学院看護学研究科 国際保健助産学専攻

優秀 
演題賞
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ポスターセッション 
　＜奇数番号＞ 11月15日土　13:50-14:50　ポスター会場 
　＜偶数番号＞ 11月16日日　13:30-14:30　ポスター会場

P-01 フェムテック事業による産後女性の健康やキャリア形成における意識の変化
○和泉 美枝1）　安達 望江2）　眞鍋 えみ子1）

1）同志社女子大学看護学部　2）同志社女子大学看護学研究科看護学専攻

P-02 バースプランを作成することの意義 -Mixed Methods Review-
○木戸 久美子　植村 裕子　松下 有希子　十河 美智子
香川県立保健医療大学

P-03 助産学共用試験実装化にむけての取り組み ーOSCE課題および運営マニュアルの検討―
○眞鍋 えみ子1）　和泉 美枝1）　宮川 幸代1）　葉久 真理2）　高田 昌代3）　江藤 宏美4）　村上 明美5）

1）同志社女子大学　2）徳島大学　3）たかだこどもクリニック　4）長崎大学　5）神奈川県立保健福祉大学

P-04 NICUに入院している児の母親の愛着形成を促進させるための援助に関する国内文献検討
○伊藤 鈴伽1）　下見 千恵2）

1）広島国際大学看護学部看護学科24期生　2）広島国際大学看護学部看護学科

P-05 自律した助産師が修得しているマタニティケア能力とその発達過程
○十河 美智子　木戸 久美子
香川県立保健医療大学

P-06 助産学実習前OSCE（客観的臨床能力試験）の実施と評価
○荒井 洋子　礒山 あけみ　水畑 喜代子　磯 律子
獨協医科大学 助産学専攻科

P-07 女子学生のリプロダクティブヘルスに関するヘルスリテラシー向上に向けたアプリケーションの
開発と評価
○井上 彩香1）　谷口 初美1）　新小田 春美1）　仲道 由紀2）

1）元福岡女学院看護大学　2）福岡女学院看護大学

P-08 早産児の在宅移行期における家族支援の現状と課題  
―ファミリーセンタードケアの視点からの文献レビュ－
○藤井 美穂子　北井 喜美恵
帝京科学大学 医療科学部看護学科

P-09 周産期母子医療センターに勤務する指導助産師が新人助産師の分娩期ケアにおける自立を判断する
視点
○橋爪 美幸1）　松井 弘美2）　村田 美代子2）　小林 絵里子2）　北島 友香2）

1）富山県立中央病院　2）富山県立大学看護学部

P-10 フォーカスグループインタビューによる異学年合同シミュレーションの学習効果
○植村 裕子　木戸 久美子
香川県立保健医療大学

P-11 経腟分娩予定妊婦における分娩転帰とその要因に関するコロナ禍前後の比較検討
○船戸 千寿
岐阜大学医学部附属病院

P-12 新人助産師合同研修会達成度からみた卒後教育に向けた課題の検討
○田中 泉香1）　杉下 佳文2）　星 貴江2）　筧 侑子2）　本田 理恵3）

1）名古屋市立大学大学院看護学研究科　2）人間環境大学大学院看護学研究科　3）人間環境大学大学院看護学研究科博士後期課程
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P-13 高所得国の40代女性の妊娠に関する認識と行動：スコーピングレビュー
○鍋田 美咲1,4）　萬歳 優美2,4）　五十嵐 ゆかり3）

1）人間環境大学看護学部　2）鹿児島大学医学部保健学科看護学専攻　3）聖路加国際大学大学院看護学研究科ウィメンズヘルス・助産学　 
4）聖路加国際大学大学院看護学研究科博士後期課程

P-14 日本における「親アイデンティティ」の概念分析
○坂本 希世1）　安達 久美子2）　片岡 優華3）　河内 浩美4）

1）長野県看護大学　2）東京都立大学　3）創価大学　4）帝京平成大学

P-15 シングルマザーの親アイデンティティに関する質的研究
○坂本 希世1）　安達 久美子2）

1）長野県看護大学　2）東京都立大学

P-16 小学校低学年対象の性教育に携わる助産師の関わり
○廣 夏鈴
東京慈恵会医科大学附属病院 3N病棟

P-17 初産婦が捉える分娩期の産痛緩和ケア
○野村 愛佳1）　植村 裕子2）

1）高松赤十字病院　2）香川県立保険医療大学

P-18 助産師学生の中学生を対象とする健康教育実践から得た教育効果
○植田 恵　狩野 鈴子　濵村 美和子
島根県立大学別科助産学専攻

P-19 周産期にある女性とそのパートナーが取得する周産期に関する情報源、情報の取得経路や時期： 
スコーピングレビュー
○田所 由利子1,2）　園田 希3）　高畑 香織4）

1）東京医療保健大学千葉看護学部  2）東京医療保健大学千葉看護学研究科  3）関西医科大学看護学部  4）湘南鎌倉医療大学看護学部看護学科

P-20 日本で出産するフィリピン人女性の周産期行動選択に関する質的研究：ヴィネット法による分析
○田中 和子1）　木戸 久美子2）

1）山口県立大学　2）香川県立保健医療大学

P-21 助産師が行う出産前教育の効果：スコーピングレビュー
○中島 友里恵　礒山 あけみ　西岡 啓子　水畑 喜代子
獨協医科大学大学院看護学研究科

P-22 運動器の視点に基づく母乳分泌促進ケアの効果 ～乳房左右差のある授乳婦の2症例より～
○佐々木 昌子　駿河 未来
目黒みたま助産院

P-23 「あわあわ沐浴」導入施設退院後の新生児の保清・保湿ケア継続状況  
～1か月健診時の母親へのアンケートより～
○寺本 久美子1）　外村 晴美1）　藤野 百合1）　杉谷 美穂1）　松井 博子1）　石田 美佳子2）　上山 直美1,3）

1）千里金蘭大学 看護学部　2）医療法人恵仁会 田中病院　3）千里金蘭大学大学院 看護学研究科

P-24 乳児家庭全戸訪問事業で家庭訪問を行う助産師による母親の精神症状を予測する視点とそのケア
○北村 美咲1）　岡 美雪2）

1）横浜南共済病院　2）聖路加国際大学

P-25 育児中の夫婦の会話頻度が協力関係に及ぼす影響
○駒井 みどり　外 千夏　玉熊 和子
青森中央学院大学

P-26 妊産婦の防災行動力を高めるための助産師の働きかけ
○船島 遥
東北大学病院
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P-27 無痛分娩介助経験と助産師の職業的アイデンティティの関連
○柳本 朋子　堤 千代　川上 桂子
聖マリア学院大学

P-28 院内助産開設から現在に至るまでの状況についての実態調査
○山本 真実1）　岡津 愛子2）　片岡 弥恵子1）

1）聖路加国際大学大学院看護学研究科　2）日本赤十字豊田看護大学看護学部

P-29 日本で働く助産師を対象とした妊婦の冷え症に対する助産ケアに関する全国調査
○近藤 桃子　安積 陽子
三重大学大学院医学系研究科 生涯発達看護学講座 母性看護・助産学

P-30 助産所の助産師が妊婦のメンタルヘルス支援の必要性を判断する視点
○宮﨑 奈々花
東京かつしか赤十字母子医療センター

P-31 こどもまんなか社会がめざす産前・産後ケア ～「こどもの誕生前」から切れ目なく育ちを支える～
○田中 一惠　豊口 佳奈　滝爪 浩子　外村 かよ
社会福祉法人延明福祉会 幼保連携型認定こども園 花吉野えんめい保育園

P-32 大学院助産学課程修了予定者を対象としたカリキュラム・コンサルティングの実施
○池田 美音　大和田 裕美　長屋 和美　太田 尚子　福島 恭子　髙橋 明味　中川 有加　永谷 実穂
静岡県立大学大学院

P-33 障害児の父親の子育て参加要因 ー障害児の父親の子育てに関するインタビューよりー
○大久保 麻矢
和洋女子大学 看護学科　看護学研究科

P-34 当社における女性社員への健康教育の取り組みについて
○矢野 真由美
三井化学株式会社

P-35 産後ケア事業に関するスコーピングレビュー
○丸山 菜穂子1）　豊本 莉恵1,2）　福澤 利江子1,3）　竹原 健二1）

1）国立成育医療研究センター政策科学研究部　2）京都大学大学院 医学研究科　3）長野県立看護大学

P-36 カンボジア農村部における乳児の生後6か月間の母乳育児の実態
○宮﨑 あすか
長崎大学 生命医科学域（保健学系）リプロダクティブヘルス分野

P-37 国内文献からみる不妊治療を受けて妊娠した女性の周産期メンタルヘルスの研究動向と課題
○惠良 真理子1）　鈴木 由美2）

1）帝京平成大学 助産別科　2）国際医療福祉大学大学院 助産学分野

P-38 後輩の指導・教育の実施に対する臨床助産師の認識
○中田 かおり
天使大学大学院助産研究科

P-39 カンボジアにおける助産師ラダーの開発と運用：評価と教育を統合した人材育成
○石丸 絵理
サンライズジャパンホスピタルプノンペン

P-40 首都圏地域における妊産婦や子育て中の女性の育児支援ニーズの探索
○増澤 祐子1）　上田 佳世2）

1）新潟県立看護大学 看護学部　2）奈良県立医科大学 医学部看護学科 母性看護学 / 大学院看護学研究科 女性健康・助産学

最優秀 
演題賞
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P-41 無痛分娩を選択した初産婦の産後1か月間の体験
○藪田 綾　脇本 寛子
名古屋市立大学大学院看護学研究科

P-42 自宅出産を選択した要因 ～経産婦に焦点をあてて～
○菅谷 厚子1,2）　川島 広江1,3）

1）千葉市助産師会　2）出張専門助産所菅谷　3）川島助産院

P-43 遠赤外線ヒマシ油湿布による女性への生理的および心理的影響
○吉田 麻耶1）　小西 清美2）

1）マヤテラス助産院　2）名桜大学助産学専攻科

P-44 高所得国における妊婦健診未受診の背景と受診促進対策：スコーピングレビュー
○宮澤 純子1）　山田 万希子1）　玉野 あや乃2）

1）城西国際大学看護学部　2）城西国際大学大学院健康科学研究科修士課程

P-45 新生児の保清とスキンケアに関する文献検討 ～泡による保清に着目して～
○松井 博子1）　藤野 百合1）　外村 晴美1）　寺本 久美子1）　杉谷 美穂1）　上山 直美2）

1）千里金蘭大学 看護学部看護学科　2）千里金蘭大学大学院 看護学研究科

P-46 母親以外の母乳育児への認識に関する文献レビュー  
～家族や産後の母子にかかわる専門職、妊娠前の若い世代からとらえた母乳育児～
○永友 さゆり1）　田中 花菜1）　渡會 涼子1）　鈴木 明日香1）　鈴木 孝2）

1）名古屋学芸大学別科助産学専攻　2）名古屋学芸大学看護学部看護学科

P-47 無痛分娩における自然性についての文献レビュー
○伊藤 美由紀　鈴木 由美
国際医療福祉大学大学院

P-48 助産師におけるキャリア支援に関する文献検討
○星野 沙織1）　鈴木 由美2）

1）東京医療学院大学 保健医療学部 看護学科　2）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 保健医療学専攻 助産学分野/看護学

P-49 無痛分娩における産婦の満足感に関する文献の変遷について
○伊藤 美由紀　鈴木 由美
国際医療福祉大学大学院

P-50 実習病院助産師と協働した地域母子支援プログラムの効果と課題
○小川 真世　小黒 道子　田所 由利子　田中 由美子
東京医療保健大学千葉看護学部


